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ASEAN主要6カ国と日本における
人口10万人あたりの交通事故死者数の比較

4.74.73.63.6

10.510.5
15.315.3

24.524.5 24.024.0

36.2 出典：WHO「Global Status
Report on Road Safety 2015」

タイでは、運送業の経費の
うち燃料費が約 50%と
大きな割合を占める。燃費
削減は経費とCO2の削減
に直結する。

燃料費
50%

車両費
20%

人件費
14%

油脂
8%

タイヤ 3%
修理費 5%

タイでの
運送業の経費
内訳

出典：タイ・エネルギー省

運送業における直接経費の現状

　タイでは、輸送インフラの整備や車両基準の見直しなどを通じて、
安全で、かつ、質の高い効率的な運輸システムの実現をめざしていま
す。交通事故削減を目的とした施策のひとつとしては、2016年1月
からトラックなどの貨物自動車と公共バスについて、全車両に GPS
を搭載し、陸上交通局にて車両走行記録データの保存を法制化しま
した。これにより、車両 1 台 1 台の速度や運転時間、運行路など
が規定通り守られているかを、陸上交通局で管理することを可能
としました。先の旧正月中（ソンクラーン）における公共バスの事故
件数およびそれによる死亡者数は昨年より明らかに減少しており、
GPS の搭載が一助となったと考えることができると思います。
　今後は、安全で効率的な輸送と交通問題の恒久的な解消のため
に、タイ国内のみならず、諸外国からも優れた効果をもたらす技術
やノウハウを積極的に導入していきたいと考えています。

co l umn

タイ  運輸省  副大臣
Mr. Ormsin Chivapruck

　タイでは、2016年1月にトラックやバスなどの大型車
両にGPSを搭載することが法制化されました。タイ政府
は2020 年までに交通事故死者数を人口10万人あたり
年間10人とする目標を掲げており（現在36.2人）、GPS を
通じた情報管理による死亡事故削減をめざしています。
　また、企業においても安全な交通文化の構築をめざす取
り組みが活発化しており、運輸業界を中心に、ドライバーへの
安全運転教育やエコドライブ習得などによる改善が進め
られています。
　矢崎グループは、1960年に日本初となるタコグラフの
販売を開始して以来、日本国内の運輸業界における安全
運転や交通事故防止の貢献に努めてまいりました。そこ
で、これまで培ってきた技術や経験を活かし、タイの安全
な社会・くらしの構築に少しでも貢献できないかと考え、
2015 年 4月1日、デジタルタコグラフによる通信ネッ
トワークビジネスを行う『タイ矢崎ネットワークサービス
(TYNS）』を設立し、新たなチャレンジを開始しました。ま
た、トヨタ・モビリティ基金による、バンコク市内の渋滞
解消をめざす産学官連携のプロジェクトにも参画し、デ
ジタルタコグラフで収集したプローブ情報※1の提供を
通じ、協力しています。

※1 プローブ情報　
走行中の車両から収集した位置情報や車速などの情報を用いてつくら
れた道路交通情報。

安全で快適な交通文化の実現に
向けた取り組み

交通問題の解消に向けて、
海外の技術やノウハウにも期待

（人）

矢崎グループ  社会環境報告書 2016 10



11 矢崎グループ  社会環境報告書 2016 12矢崎グループ  社会環境報告書 2016


